
(57)【要約】

【課題】通気性のある包装袋の開口を、簡単容易に行な

わせようとする。

【解決手段】  伸縮する作動シリンダ機構（１２）の先

端側に、固定プレート（３０ａ）と可動プレート（３０

ｄ）を設け、先端の面ファスナー（３０ｄ）で複数枚に

重ねられた網袋のうち上部側から圧接して該面ファスナ

ー（３０ｄ）で係着した網袋（１０）を袋開口部（４）

に移動する構成とし、この袋開口部（４）には袋把持機

構（１３）と対向する側に上記袋把持機構（１３）と逆

方向に作動することにより網袋を開口する第２の袋把持

機構（２８）を設けて開口した後、左右の袋保持機構（

３０）で挟み保持し、挟み保持した網袋を充填部に移動

するよう構成する。

【選択図】        図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  伸 縮 す る 作 動 シ リ ン ダ 機 構 （ １ ２ ） の 先 端 側 に 、 固 定 プ レ ー ト （ １ ５ ） を 固 定 す る と 共
に 該 固 定 プ レ ー ト （ １ ５ ） に 対 し て 外 向 き に 弾 発 付 勢 さ れ た 状 態 で 保 持 さ れ る 可 動 プ レ ー
ト （ １ ６ ） を 設 け 、 こ の 可 動 プ レ ー ト （ １ ６ ） の 先 端 に は 面 フ ァ ス ナ ー （ １ ９ ） を 設 け た
袋 保 持 機 構 （ ９ ） を 構 成 し 、 こ の 袋 保 持 機 構 （ ９ ） は 複 数 枚 に 重 ね ら れ た 網 袋 （ １ ０ ， １
０ … ） の う ち 上 部 側 か ら 圧 接 し て 面 フ ァ ス ナ ー （ １ ９ ） で 係 着 し た 網 袋 （ １ ０ ） を 係 着 状
態 で 袋 開 口 部 （ ４ ） に 移 動 す る 構 成 と し 、 袋 開 口 部 （ ４ ） に お い て 袋 保 持 機 構 （ ９ ） と 対
向 す る 側 に 、 面 フ ァ ス ナ ー （ ２ ７ ） で 網 袋 （ １ ０ ） を 係 着 し 上 記 袋 保 持 機 構 （ ９ ） と 逆 方
向 に 作 動 す る こ と に よ り 該 網 袋 （ １ ０ ） を 開 口 す る 第 ２ の 袋 保 持 機 構 （ ２ ８ ） を 設 け て な
る 種 籾 等 粉 粒 体 包 装 機 の 袋 開 口 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
  袋 開 口 部 （ ４ ） に お い て 袋 保 持 機 構 （ ９ ， ２ ８ ） の 面 フ ァ ス ナ ー （ １ ９ ， ２ ７ ） で 係 着
さ れ て 開 口 状 態 の 網 袋 （ １ ０ ） の 左 右 夫 々 の 開 口 縁 に 作 用 す る 一 対 の 挟 み 保 持 部 （ ３ ０ ，
３ ０ ） を 設 け 、 こ の 挟 み 保 持 部 （ ３ ０ ， ３ ０ ） は 面 フ ァ ス ナ ー （ １ ９ ， ２ ７ ） を 具 備 す る
上 記 袋 保 持 機 構 （ ９ ， ２ ８ ） を 残 し て 開 口 保 持 し た 網 袋 （ １ ０ ） と 共 に 粉 粒 体 充 填 部 （ ５
） に 向 け 移 動 す べ く 構 成 し た 請 求 項 １ 記 載 の 種 籾 等 粉 粒 体 包 装 機 の 袋 開 口 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 種 籾 等 粉 粒 体 包 装 機 の 袋 開 口 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 粉 粒 体 包 装 機 の 袋 開 口 装 置 と し て は 、 従 来 、 袋 口 を 挟 ん で 接 離 自 在 に 対 向 す る 第 １ ・ 第
２ の 挟 持 板 の 夫 々 の 上 方 に 設 け ら れ 袋 口 を 上 下 方 向 に 接 離 に よ っ て 掴 む 第 ３ ・ 第 ４ の 挟 持
板 と し 、 第 １ 及 び 第 ３ の 挟 持 板 の 上 下 接 近 及 び 第 ２ 及 び 第 ４ の 挟 持 板 の 上 下 接 近 に よ っ て
袋 口 を 掴 む 構 成 と し 、 そ の 状 態 で 両 掴 み 部 を 水 平 方 向 に 離 す こ と で 開 口 す る 構 成 が あ る （
特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ３ ０ ０ １ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 開 口 部 を 上 に し た 上 下 方 向 に 垂 れ 下 が っ た 薄 い 袋 の 該 開 口 部 を 、 上 下 に
接 近 す る 挟 持 板 で 掴 む も の で あ る か ら 、 挟 持 板 端 面 の 袋 面 の 係 止 作 用 が 弱 い た め に 掴 み 作
用 の 確 実 性 に 欠 け 、 か つ シ リ ン ダ 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド 等 を 必 要 と し て 構 成 が 複 雑 化 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 欠 点 を 解 消 し て 簡 易 は 構 成 で 袋 口 の 開 口 を 行 わ せ よ う と す る 。
　 こ の た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 伸 縮 す る 作 動 シ リ ン ダ 機 構 （ １ ２ ） の 先 端 側 に 、
固 定 プ レ ー ト （ １ ５ ） を 固 定 す る と 共 に 該 固 定 プ レ ー ト （ １ ５ ） に 対 し て 外 向 き に 弾 発 付
勢 さ れ た 状 態 で 保 持 さ れ る 可 動 プ レ ー ト （ １ ６ ） を 設 け 、 こ の 可 動 プ レ ー ト （ １ ６ ） の 先
端 に は 面 フ ァ ス ナ ー （ １ ９ ） を 設 け た 袋 保 持 機 構 （ ９ ） を 構 成 し 、 こ の 袋 保 持 機 構 （ ９ ）
は 複 数 枚 に 重 ね ら れ た 網 袋 （ １ ０ ， １ ０ … ） の う ち 上 部 側 か ら 圧 接 し て 面 フ ァ ス ナ ー （ １
９ ） で 係 着 し た 網 袋 （ １ ０ ） を 係 着 状 態 で 袋 開 口 部 （ ４ ） に 移 動 す る 構 成 と し 、 袋 開 口 部
（ ４ ） に お い て 袋 保 持 機 構 （ ９ ） と 対 向 す る 側 に 、 面 フ ァ ス ナ ー （ ２ ７ ） で 網 袋 （ １ ０ ）
を 係 着 し 上 記 袋 保 持 機 構 （ ９ ） と 逆 方 向 に 作 動 す る こ と に よ り 該 網 袋 （ １ ０ ） を 開 口 す る
第 ２ の 袋 保 持 機 構 （ ２ ８ ） を 設 け て な る 種 籾 等 粉 粒 体 包 装 機 の 袋 開 口 装 置 の 構 成 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ っ て 、 袋 保 持 機 構 （ ９ ） の 面 フ ァ ス ナ ー （ １ ９ ） で 袋 置 き
部 に 積 み 重 ね ら れ た 網 袋 の １ 枚 を 係 着 し て 吊 り 下 げ 保 持 し 、 他 方 側 か ら 接 近 す る 第 ２ の 袋
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保 持 機 構 （ ２ ８ ） の 面 フ ァ ス ナ ー （ ２ ７ ） で 係 着 す る と 共 に こ れ ら の 離 反 作 動 で 開 口 す る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に お い て 、 袋 開 口 部 （ ４ ） に お い て 袋 保 持 機 構 （ ９
， ２ ８ ） の 面 フ ァ ス ナ ー （ １ ９ ， ２ ７ ） で 係 着 さ れ て 開 口 状 態 の 網 袋 （ １ ０ ） の 左 右 夫 々
の 開 口 縁 に 作 用 す る 一 対 の 挟 み 保 持 部 （ ３ ０ ， ３ ０ ） を 設 け 、 こ の 挟 み 保 持 部 （ ３ ０ ， ３
０ ） は 面 フ ァ ス ナ ー （ １ ９ ， ２ ７ ） を 具 備 す る 上 記 袋 保 持 機 構 （ ９ ， ２ ８ ） を 残 し て 開 口
保 持 し た 網 袋 （ １ ０ ） と 共 に 粉 粒 体 充 填 部 （ ５ ） に 向 け 移 動 す べ く 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 面 フ ァ ス ナ ー （ １ ９ ， ２ ７ ） に 係 着 さ れ 開 口 状 態 の 網 袋 （ １ ０ ） に は 、 挟 み 保 持 具 （ ３
０ ， ３ ０ ） が 作 用 し て 、 袋 開 口 縁 を 挟 み 保 持 し 、 そ の 状 態 で 粉 粒 体 充 填 部 （ ５ ） に 移 行 す
る 。 こ の と き 、 面 フ ァ ス ナ ー （ １ ９ ， ２ ７ ） は そ の 位 置 に 残 さ れ る こ と に よ っ て 、 網 袋 （
１ ０ ） か ら 剥 れ 係 着 状 態 を 解 か れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 で は 、 袋 保 持 機 構 （ ９ ） の 面 フ ァ ス ナ ー （ １ ９ ） で 袋 置 き 部 （ ３
） に 積 み 重 ね ら れ た 網 袋 （ １ ０ ） の １ 枚 を 係 着 し て 吊 り 下 げ 保 持 し 、 他 方 側 か ら 接 近 す る
第 ２ の 袋 保 持 機 構 （ ２ ８ ） の 面 フ ァ ス ナ ー （ ２ ７ ） で 係 着 す る と 共 に こ れ ら の 離 反 作 動 で
開 口 す る も の で あ る か ら 、 袋 縁 を 掴 ん で 開 口 す る も の に 比 較 し て 面 フ ァ ス ナ ー （ １ ９ ， ２
７ ） の 圧 接 に よ っ て 係 着 す る た め 、 保 持 作 用 が 確 実 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ る と 、 上 記 効 果 に 加 え 、 面 フ ァ ス ナ ー （ １ ９ ， ２ ７ ）
で 開 口 さ れ た 網 袋 （ １ ０ ） 挟 み 保 持 す る も の で あ る か ら 、 挟 み 保 持 作 用 が 確 実 で あ り 、 ま
た こ の 面 フ ァ ス ナ ー （ １ ９ ， ２ ７ ） を 剥 す た め の 専 用 の 工 程 を な く し て 簡 素 化 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 通 気 性 の あ る 包 装 袋 の 開 口 を 、 ワ ン タ ッ チ で 留 め ら れ 引 っ 張 る と 簡 単 に は が せ る 面 フ ァ
ス ナ ー （ マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） ） を 用 い て 簡 単 容 易 に 開 口 し よ う と す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 は 種 籾 を 通 気 性 の 袋 に 袋 詰 す る 包 装 機 １ を 示 す も の で 、 該 包 装 機 １ は フ レ ー ム ２ の 左
右 一 側 奥 側 に 位 置 す る 袋 置 き 部 ３ 、 そ の 手 前 に 袋 開 口 部 ４ 、 フ レ ー ム ２ の 中 央 部 に 種 籾 充
填 部 ５ 、 こ れ ら の 下 手 側 の 袋 折 込 部 ６ 、 ミ シ ン 部 ７ 、 お よ び 搬 出 部 ８ 等 か ら な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の う ち 、 袋 置 き 部 ３ と 袋 開 口 部 ４ に つ い て 説 明 す る と 、 袋 保 持 機 構 ９ に よ っ て 、 袋
置 き 部 ３ に 所 定 複 数 枚 に 積 み 重 ね ら れ た 網 袋 １ ０ ， １ ０ … を 保 持 し て 袋 開 口 作 用 を 行 う も
の で 、 こ の 袋 保 持 機 構 ９ は 、 作 動 軸 １ １ 、 作 動 軸 １ １ に 一 体 的 に 設 け た シ リ ン ダ 機 構 １ ２
、 シ リ ン ダ 機 構 １ ２ の ピ ス ト ン 部 １ ２ ａ の 先 端 部 に 設 け た 保 持 部 １ ３ 、 及 び 作 動 軸 １ １ を
所 定 角 度 に 往 復 回 転 さ せ る 作 動 シ リ ン ダ 機 構 １ ４ 等 か ら な る 。 上 記 把 持 部 １ 3の 構 成 は 、
上 記 シ リ ン ダ 機 構 １ ２ の 先 端 部 に 固 定 プ レ ー ト １ ５ と 可 動 プ レ ー ト １ ６ の 一 対 を 設 け 、 す
な わ ち シ リ ン ダ 機 構 １ ２ の ピ ス ト ン 部 １ ２ ａ 先 端 に 長 方 形 状 の 固 定 プ レ ー ト １ ５ を 固 定 し
て 設 け 、 該 固 定 プ レ ー ト １ ５ に は 左 右 一 対 の ガ イ ド ピ ン １ ７ ， １ ７ と コ イ ル ス プ リ ン グ １
８ ， １ ８ を 介 在 さ せ て 可 動 プ レ ー ト １ ６ を 設 け る 。 ガ イ ド ピ ン １ ７ は 可 動 プ レ ー ト １ ６ 側
に 固 定 さ れ 、 コ イ ル ス プ リ ン グ １ ８ を 嵌 合 さ せ て ガ イ ド ピ ン １ ７ の 端 部 を 固 定 プ レ ー ト １
５ の 径 大 の 開 口 １ ５ ａ を 貫 通 さ せ 、 ガ イ ド ピ ン １ ７ 端 に 座 金 １ ７ ｂ 、 ロ ッ ク ナ ッ ト １ ７ ｃ
を 装 着 す る こ と に よ っ て 、 可 動 プ レ ー ト １ ６ が 固 定 プ レ ー ト １ ５ に 支 持 さ れ る 。 し た が っ
て 固 定 プ レ ー ト １ ５ に 対 し て 可 動 プ レ ー ト １ ６ は 外 圧 が な い と き に は 略 平 行 状 態 を 保 ち 、
所 定 圧 を 受 け る と 固 定 プ レ ー ト １ ５ に 対 す る 角 度 を 変 更 し う る 構 成 で あ る と と も に 、 固 定
プ レ ー ト １ ５ 側 と は 反 対 側 の 向 き に コ イ ル ス プ リ ン グ １ ８ ， １ ８ の 弾 発 力 が 作 用 す る 構 成
と し て い る 。 上 記 可 動 プ レ ー ト １ ６ の 外 面 に は 網 袋 １ ０ の 樹 脂 性 ネ ッ ト 構 造 で あ る 側 面 に
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作 用 し て 係 着 ・ 剥 離 で き る 面 フ ァ ス ナ ー １ ９ を 貼 着 し て い る 。 な お 、 こ の 面 フ ァ ス ナ ー １
９ 長 さ は 可 動 プ レ ー ト １ ６ の 全 幅 に 渡 る も の で も よ く 、 分 割 構 成 に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 作 動 軸 １ １ は 、 前 記 袋 置 き 部 ３ と 袋 開 口 部 ４ と の 境 界 部 付 近 に 前 後 の 軸 受 部 ２ ０ ，
２ ０ に よ っ て 水 平 姿 勢 で 回 動 自 在 に 設 け ら れ 、 そ の 軸 １ １ の 一 端 に は リ ン ク ２ １ を 介 し て
前 記 作 動 シ リ ン ダ 機 構 １ ４ を 連 結 し て い る 。 作 動 シ リ ン ダ 機 構 １ ２ が 垂 直 下 方 に 向 く 姿 勢
で は 、 袋 置 き 部 ３ に 積 み 重 ね た 網 袋 １ ０ ， １ ０ … 部 の 上 方 に 対 応 配 置 さ れ る 関 係 に あ り （
図 ４ （ １ ） ） 、 こ の 姿 勢 で シ リ ン ダ 機 構 １ ２ が 伸 び 出 し ・ 短 縮 作 動 す る と １ 枚 の 網 袋 １ ０
を 面 フ ァ ス ナ ー １ ９ で 係 止 さ せ て 持 ち 上 げ る こ と が で き る よ う 配 置 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 作 動 軸 １ １ の 一 端 に は 、 該 軸 １ １ と と も に ク ラ ン ク リ ン ク を 構 成 す る リ ン ク ２ １ を
介 し て 作 動 シ リ ン ダ 機 構 １ ４ を 連 結 し 、 該 シ リ ン ダ 機 構 １ ４ を 短 縮 作 動 さ せ る と 、 作 動 軸
１ １ は 図 ４ に お い て 矢 印 （ イ ） 方 向 に 回 動 し 係 止 し た 網 袋 １ ０ を 吊 り 上 げ で き る 構 成 で あ
る （ 図 ４ （ ２ ） ） 。 上 記 の シ リ ン ダ 機 構 １ ４ が 所 定 に 作 動 し て 作 動 軸 １ １ は 最 大 で 角 度 ９
０ 度 回 動 し 作 動 シ リ ン ダ 機 構 １ ２ を 略 水 平 姿 勢 に 変 更 さ せ る 構 成 で あ る （ 図 ４ （ ３ ） ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の 作 動 シ リ ン ダ 機 構 １ ２ と 同 形 態 で こ の 作 動 シ リ ン ダ 機 構 １ ２ と は 対 向 す る 位 置 に
、 固 定 プ レ ー ト ２ ２ と 可 動 プ レ ー ト ２ ３ と を ガ イ ド ピ ン ２ ４ ， コ イ ル ス プ リ ン グ ２ ５ を 介
在 さ せ て 先 端 に 構 成 し た 作 動 シ リ ン ダ 機 構 ２ ６ を 左 右 に 伸 び 出 し ・ 短 縮 作 動 し う る 構 成 に
設 け る 。 な お 、 前 記 可 動 プ レ ー ト １ ６ と 同 様 に 、 可 動 プ レ ー ト ２ ３ の 外 面 に は 面 フ ァ ス ナ
ー ２ ７ を 貼 着 し 、 こ れ ら 作 動 シ リ ン ダ 機 構 ２ ６ 、 固 定 ・ 可 動 プ レ ー ト ２ ２ ， ２ ３ 、 面 フ ァ
ス ナ ー ２ ７ 等 を も っ て 第 ２ の 袋 保 持 機 構 ２ ８ を 構 成 し て い る （ 図 ５ ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 袋 開 口 部 ４ か ら 種 籾 充 填 部 ５ へ と 開 口 保 持 具 ２ ９ に よ っ て 開 口 保 持 し た 網 袋 １ ０ を
移 動 さ せ る よ う に 構 成 し て い る 。 す な わ ち 、 前 記 袋 保 持 機 構 ９ 及 び 第 ２ の 袋 保 持 機 構 ２ ８
に よ っ て 開 口 さ れ た 網 袋 １ ０ の 左 右 夫 々 の 開 口 縁 に 上 部 側 か ら 作 用 す る 一 対 の 挟 み 保 持 部
３ ０ ， ３ ０ 、 こ れ ら 挟 み 保 持 部 ３ ０ ， ３ ０ を 各 別 に 上 下 さ せ る 昇 降 シ リ ン ダ 機 構 ３ １ ， ３
１ 等 を 備 え る 。 挟 み 保 持 部 ３ ０ は 、 昇 降 シ リ ン ダ 機 構 ３ １ と 一 体 的 に 設 け る ブ ロ ッ ク ３ １
ａ に 固 定 さ れ 凹 部 ３ ０ ｂ を 形 成 し た 外 側 受 け 部 ３ ０ ａ と 該 受 け 部 ３ ０ ａ に 対 向 し 凹 部 ３ ０
ｂ に 嵌 合 し あ う 棒 状 の 凸 部 ３ ０ ｃ を 備 え た 内 側 可 動 部 ３ ０ ｄ と か ら な り 、 該 内 側 可 動 部 ３
０ ｄ は 上 記 ブ ロ ッ ク ３ １ ａ と 外 側 受 け 部 ３ ０ ａ と を 貫 通 す る ピ ス ト ン 部 ３ ２ ａ の 先 端 に 取
付 け ら れ 、 こ の ピ ス ト ン 部 ３ ２ ａ を 具 備 す る 挟 み 保 持 シ リ ン ダ 機 構 ３ ２ ， ３ ２ の 短 縮 作 動
に よ っ て 上 記 開 口 縁 を 挟 み 保 持 し 、 伸 び 出 し 作 動 に よ っ て こ れ を 開 放 す る よ う に 構 成 し て
い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 昇 降 シ リ ン ダ 機 構 ３ １ ， ３ １ の ピ ス ト ン 部 上 端 を ブ ロ ッ ク ３ １ ｂ ， ３ １ ｂ に 連 結 し 、 こ
れ ら ブ ロ ッ ク ３ １ ｂ ， ３ １ ｂ を 連 結 軸 ３ ３ で 左 右 連 結 し 、 連 結 軸 ３ ３ 端 に は ロ ー ラ ３ ３ ａ
， ３ ３ ｂ を 設 け て 前 後 方 向 に 沿 わ せ た レ ー ル ３ ４ ａ ， ３ ４ ｂ 上 を 移 動 し う る 構 成 と し て い
る 。 な お 、 こ の 移 動 距 離 は 図 外 制 御 モ ー タ に よ る 正 逆 回 転 数 に よ る も の で 、 次 行 程 の 種 籾
充 填 部 ５ へ 行 き 来 で き る 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 種 籾 充 填 部 ５ は 、 種 籾 を 充 填 す る 種 籾 ホ ッ パ ３ ５ の 下 部 に は 振 動 コ ン ベ ア ３ ６ を 構
成 し 振 動 コ ン ベ ア ３ ６ の 終 端 部 を 計 量 ホ ッ パ ３ ７ に の ぞ ま せ て い る 。 図 外 計 量 制 御 部 は 、
所 定 計 量 値 に 達 す る と 振 動 コ ン ベ ア ３ ６ を 停 止 制 御 す る と 共 に 、 計 量 ホ ッ パ ３ ７ の ゲ ー ト
３ ８ ， ３ ８ を 開 く 構 成 で あ る 。 ゲ ー ト ３ ８ ， ３ ８ の 下 方 に は 中 継 ホ ッ パ ３ ９ 、 シ ュ ー ト ４
０ を 介 し て 下 方 に 待 機 す る 網 袋 １ ０ に 種 籾 を 供 給 し 得 る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 所 定 量 充 填 の 網 袋 １ ０ は 、 挟 み 保 持 シ リ ン ダ 機 構 ３ ２ を 伸 び 出 し 作 動 さ せ 、 挟 み 保 持 部
３ ０ に よ る 保 持 か ら 開 放 し 、 そ の 重 量 を 搬 出 部 ８ と し て の ベ ル ト コ ン ベ ア ８ ａ で 受 け 、 搬
送 下 手 側 へ と 移 送 さ れ る 構 成 で あ る 。 こ の ベ ル ト コ ン ベ ア ８ ａ に 乗 せ ら れ た 網 袋 １ ０ の 上
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部 側 を パ イ プ 状 部 材 （ 図 示 せ ず ） に も た せ て 空 気 噴 出 ノ ズ ル （ 図 示 せ ず ） の 圧 縮 空 気 の 噴
出 に よ っ て 2つ 折 り す る 袋 折 込 部 ６ を 構 成 す る 。 そ し て 搬 出 部 ８ の 途 中 に は 上 記 ２ つ 折 り
し た 網 袋 １ ０ を ミ シ ン 掛 け す る ミ シ ン 部 ７ を 構 成 す る 。 な お 、 搬 出 部 ８ の 終 端 は フ レ ー ム
後 部 に 開 放 状 態 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 例 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 予 め 種 籾 ホ ッ パ ３ ５ に 種 籾 を 充 填 し 袋 置 き 部 ３ に 適 宜 枚
数 の 網 袋 １ ０ ， １ ０ … を セ ッ ト し て お き 、 包 装 機 1各 部 を 駆 動 す る と 、 作 動 シ リ ン ダ 機 構
１ ４ は 作 動 シ リ ン ダ 機 構 １ ２ が 垂 直 に 向 く 姿 勢 に 作 動 し 、 こ の 姿 勢 で 作 動 シ リ ン ダ 機 構 １
２ を 伸 び 出 し 作 動 す る 。 固 定 プ レ ー ト １ ５ と 可 動 プ レ ー ト １ ６ は 下 動 し 、 セ ッ ト さ れ た 網
袋 の う ち 最 上 面 の 網 袋 １ ０ に 、 可 動 プ レ ー ト １ ６ の 下 面 に 設 け た 面 フ ァ ス ナ ー １ ９ が 圧 接
さ れ て こ れ を 係 着 す る 。 作 動 シ リ ン ダ 機 構 １ ２ を 短 縮 作 動 し て 上 記 係 着 の 網 袋 １ ０ を 持 ち
上 げ 、 か つ 作 動 シ リ ン ダ １ ４ の 伸 び 出 し 作 動 に よ っ て リ ン ク ２ １ を 介 し て 作 動 軸 １ １ を 回
動 さ せ る と 、 作 動 シ リ ン ダ 機 構 １ ２ は そ の 長 手 方 向 が 下 向 く 垂 直 姿 勢 か ら 約 ９ ０ 度 回 転 し
て 略 水 平 姿 勢 に 変 更 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 作 動 シ リ ン ダ 機 構 １ ２ の 姿 勢 変 更 に 伴 い 、 吊 り 下 げ 姿 勢 と な っ た 網 袋 １ ０ に 、 第 ２
の 袋 保 持 機 構 ２ ８ の 作 動 シ リ ン ダ 機 構 ２ ６ を 作 用 さ せ て 、 固 定 ・ 可 動 プ レ ー ト １ ５ ， １ ６
に 対 向 し て 固 定 ・ 可 動 プ レ ー ト ２ ２ ， ２ ３ を 接 近 さ せ 、 可 動 プ レ ー ト ２ ３ の 面 フ ァ ス ナ ー
２ ７ を 網 袋 １ ０ に 圧 接 さ せ て 係 着 さ せ る 。 上 記 の よ う に 上 部 左 右 側 を 面 フ ァ ス ナ ー １ ９ ，
２ ７ で 係 着 さ れ た 網 袋 １ ０ は 、 作 動 シ リ ン ダ 機 構 １ ２ ， ２ ６ 夫 々 を 短 縮 作 動 さ せ る こ と に
よ っ て 、 そ の 袋 口 が 開 口 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 開 口 状 態 で 網 袋 １ ０ の 開 口 状 態 は 、 開 口 保 持 具 ２ ９ の ク リ ッ プ 部 ３ ０ ， ３ ０ に 引 き
継 が れ る と と も に 、 レ ー ル ３ ２ に 沿 っ て 該 開 口 保 持 具 ２ ９ に 連 れ 袋 開 口 部 ４ か ら 種 籾 充 填
部 ５ に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 種 籾 充 填 部 ５ で は 、 種 籾 ホ ッ パ ３ ５ に 順 次 供 給 さ れ る 種 籾 が 繰 り 出 さ れ て 所 定 計 量 毎 に
袋 詰 め さ れ る も の で あ る 。 す な わ ち 、 種 籾 ホ ッ パ ３ ５ 内 の 種 籾 は 振 動 コ ン ベ ア ３ ６ の 駆 動
と 共 に 計 量 ホ ッ パ ３ ７ に 供 給 可 能 で 、 該 計 量 ホ ッ パ ３ ７ で 予 め 設 定 し た 所 定 計 量 値 に 達 す
る と 該 振 動 コ ン ベ ア ３ ６ の 駆 動 を オ フ す る も の と し 、 例 え ば ３ ｋ ｇ ～ ６ ｋ ｇ の 範 囲 で 任 意
に 設 定 計 量 さ れ る 。 計 量 ホ ッ パ ３ ７ で 所 定 に 計 量 さ れ る と 、 ゲ ー ト ３ ８ ， ３ ８ が 開 か れ 、
中 継 ホ ッ パ ３ ９ ・ シ ュ ー ト ４ ０ を 介 し て 計 量 種 籾 は 繰 り 出 さ れ 下 方 に 待 機 す る 網 袋 １ ０ に
供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 網 袋 １ ０ は 、 上 部 の ２ つ 折 処 理 、 ミ シ ン 処 理 を 経 て 搬 出 部 ８ の コ ン ベ ア に よ っ て 搬 出 さ
れ る 。
　 と こ ろ で 、 種 籾 は 育 苗 施 設 に お い て 播 種 さ れ 水 田 に 移 植 さ れ る 稲 苗 と し て 育 苗 さ れ る が
、 該 播 種 に 先 立 ち 次 の よ う な 処 理 が 施 さ れ る 。 す な わ ち 、 種 籾 の 芒 及 び 枝 梗 を 除 去 す る 脱
芒 処 理 、 脱 芒 し た 種 籾 か ら 充 実 し た 種 籾 を 選 別 す る 選 種 処 理 、 選 種 し た 種 籾 を 殺 菌 ・ 滅 菌
ま た は 除 菌 す る 消 毒 処 理 、 選 種 ・ 消 毒 し た 種 籾 を 比 較 的 低 温 の 水 に 浸 し て 発 芽 し や す く す
る 浸 種 処 理 、 浸 種 し た 種 籾 の 発 芽 を 促 す 温 度 の 温 水 に 浸 す 催 芽 処 理 の 各 工 程 で あ る 。 上 記
選 種 後 、 上 記 の 網 袋 １ ０ ， １ ０ … へ の 袋 詰 め を 行 い 、 以 下 の 消 毒 、 浸 種 、 催 芽 処 理 は 網 袋
１ ０ 状 態 で 実 施 さ れ る （ 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ３ ８ １ ５ 号 公 報 ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 上 記 の よ う に 包 装 機 １ で 袋 詰 め さ れ た 種 籾 は 、 播 種 前 の 種 籾 前 処 理 工 程 の う ち 、
消 毒 ａ 、 浸 種 ｂ 、 催 芽 ｃ の 各 処 理 を 行 う が 、 消 毒 処 理 前 の 一 定 期 間 は ラ ッ ク 倉 庫 Ｌ に 長 期
保 管 さ れ る も の で あ る 。 す な わ ち 脱 芒 処 理 、 選 種 処 理 を 施 し た 種 籾 は 、 前 記 包 装 機 １ に て
網 袋 １ ０ ， １ ０ … に 小 分 け さ れ る 。 各 袋 毎 に 品 種 、 重 量 、 処 理 日 等 の 区 分 項 目 を 印 字 し た
伝 票 ｋ が 封 入 さ れ る 構 成 と し 、 こ の 伝 票 封 入 装 置 は 、 袋 詰 機 １ の 種 籾 充 填 後 実 行 さ れ る よ
う に 配 置 構 成 さ れ る も の と し て い る 。 ま た 、 こ れ ら は 所 定 網 袋 数 を 段 ボ ー ル 箱 Ｄ な ど に 詰
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め て 温 湿 度 調 整 の 可 能 な ラ ッ ク 倉 庫 Ｌ に て 保 管 さ れ る 。 こ の よ う に ラ ッ ク 倉 庫 Ｌ 保 管 す る
に 当 た っ て は 、 小 分 け さ れ た 網 袋 １ ０ の 各 内 部 や 表 面 側 に 品 種 、 重 量 、 処 理 日 、 荷 受 人 等
を 出 力 し た 伝 票 を 封 入 し あ る い は 添 付 し て お く こ と に よ り 、 後 日 の 取 り 扱 い の 容 易 化 を 図
る も の で あ る 。 ま た 、 同 品 種 等 の 袋 詰 種 籾 を 段 ボ ー ル 箱 Ｄ に 詰 め て 貯 蔵 す る 際 に は 、 該 段
ボ ー ル 箱 Ｄ の 所 定 位 置 に ICタ グ Ｔ を 設 定 し て 収 容 種 籾 の 個 別 情 報 を 入 力 さ せ て お く も の で
あ る 。 こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ っ て 、 長 期 貯 蔵 を 経 て 取 り 出 す 際 の 対 象 選 択 を 容 易 か
つ 迅 速 化 で き る 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 包 装 機 の 側 面 図
【 図 ２ 】 包 装 機 の 平 面 図
【 図 ３ 】 保 持 部 の 分 解 斜 視 図
【 図 ４ 】 （ １ ） ～ （ ３ ） 袋 保 持 機 構 の 作 用 説 明 図
【 図 ５ 】 （ １ ） （ ２ ） 第 ２ 袋 保 持 機 構 の 作 用 説 明 図
【 図 ６ 】 挟 み 保 持 部 の 正 面 図
【 図 ７ 】 挟 み 保 持 部 の 側 面 図
【 図 ８ 】 種 籾 充 填 網 袋 の 処 理 フ ロ ー 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ 　 包 装 機
　 ２ 　 フ レ ー ム
　 ３ 　 袋 置 き 部
　 ４ 　 袋 開 口 部
　 ５ 　 種 籾 充 填 部
　 ９ 　 袋 保 持 機 構
　 １ ０ 　 網 袋
　 １ １ 　 作 動 軸
　 １ ２ 　 作 動 シ リ ン ダ 機 構
　 １ ３ 　 保 持 部
　 １ ４ 　 作 動 シ リ ン ダ 機 構
　 １ ５ 　 固 定 プ レ ー ト
　 １ ６ 　 可 動 プ レ ー ト
　 １ ７ 　 ガ イ ド ピ ン
　 １ ８ 　 コ イ ル ス プ リ ン グ
　 １ ９ 　 面 フ ァ ス ナ ー
　 ２ ０ 　 軸 受 部
　 ２ １ 　 リ ン ク
　 ２ ２ 　 固 定 プ レ ー ト
　 ２ ３ 　 可 動 プ レ ー ト
　 ２ ４ 　 ガ イ ド ピ ン
　 ２ ５ 　 コ イ ル ス プ リ ン グ
　 ２ ６ 　 作 動 シ リ ン ダ 機 構
　 ２ ７ 　 面 フ ァ ス ナ ー
　 ２ ８ 　 第 ２ 袋 保 持 機 構
　 ２ ９ 　 開 口 保 持 部
　 ３ ０ 　 挟 み 保 持 部
　 ３ １ 　 昇 降 シ リ ン ダ 機 構
　 ３ ２ 　 挟 み 保 持 シ リ ン ダ 機 構
　 ３ ３ 　 連 結 軸
　 ３ ４ 　 レ ー ル
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　 ３ ５ 　 種 籾 ホ ッ パ
　 ３ ６ 　 振 動 コ ン ベ ア
　 ３ ７ 　 計 量 ホ ッ パ
　 ３ ８ 　 ゲ ー ト
　 ３ ９ 　 中 継 ホ ッ パ
　 ４ ０ 　 シ ュ ー ト

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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